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かにしている O なお最後の学主である並河寒泉についても 彼の筆録である『居諸録』をとりあげて分
析しているから，本論文は，史料の少ない三宅石庵を除いて，ほぼ懐徳堂学の全体を明らかにしたとい
える O もちろん個々の分析においても多くの新知見を加えているが無鬼論などは広い視野から懐徳堂
学の特色を明らかにしたものと評価できる。また筆者は中国の儒学についての素養を生かしており，朱
子学においても朱子やその弟子察沈らの文献をもふまえて懐徳堂学に与えた影響について述べている。
もちろん本論文には，いくかつの問題を残している。それは懐徳堂学の全体を包括的に捉えようとし
たことから，史料のありかたにも規定されて，各章・各節の分析に精粗がみられることである。たとえ
ば第二章の二，三節のように，先行研究に依拠したものや，断片的な史料紹介に終わっている部分もあ
る。また三宅石庵についての言及がなし、。石庵は懐徳堂の初代学主であるが，朱子学と陽明学の折衷的
見解によって「ぬえ学問」と評されるようなところがあったため意識的に除外したものと推察するが，
やはりその位置づけをしてほしかったと考える。
しかし全体としていえば，本論文は懐徳、堂学に関する膨大な研究を岨鴫した上で，朱子学の流れのな
かで，その達成を実証的に明らかにすることに成功しており，今後の懐徳堂研究の基礎となるすぐれた
研究であることは疑いなし、。本研究科委員会は本論文が学位請求論文として，十分に価値のあることを
認定するものである。
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